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５年２組 指導者 津 守 成 思

単 元 追究！電磁石の性質

１ 本単元で子どもが創出と受容、転移を行う各教科等の本質（ 見方・ 考え方）

量的・ 関係的な見方

２ 本単元について

本学級の子どもたちは、第４学年「 電流の働き」 において、電流の大きさと豆電球の明るさ

との関係や、電流の大きさとモーターの回り方との関係を定性的に捉えてきた。 このような子

どもたちが、 「 電流の大きさと電磁石の強さとの関係」 や「 導線の巻く 量と電流の大きさとの

関係」、「 導線の巻く 量と電磁石の強さとの関係」 を定量的に捉え、電磁石の性質について追究

していく 。 このことは、目に見えないエネルギーの変換について科学的に捉えることにつなが

るであろう。

本単元は、電磁石の仕組みを調べ、電流の大きさや導線の巻く 量などの条件を制御しながら

電磁石の強さを調べることで、電磁石の性質について追究していく 学習である。本単元では、

実験結果を数値化して表やグラフに表すことで、 ２量の関係を定量的に捉えることを大切にし

たい。そうすることで、電磁石の性質を科学的に理解することができると考える。なぜなら「 電

流の大きさと電磁石の強さとの関係」 と「 導線の巻く 量と電磁石の強さとの関係」 が比例の関

係になるという規則性を捉えることができるようになるからである。本単元において２量の関

係を定量的に捉えることを大切にした学習を行うことで、今後のエネルギー領域の学習におい

ても規則性を自ら見出し、対象の性質や働きを科学的に追究する子どもたちの姿を期待したい。

そこで、以下のような支援を具体化し、本単元でめざす子どもの姿の実現を図る。

○ ２量の関係について定性的な表現を使って説明した際、具体的な数値を使って説明するよ

う促す。そうすることで、 ２量の関係を定量的に捉えることができるようにする。 【 創】

○ 実験結果をもとに、 「 分かったこと」 と「 どうして分かったのか」 を視点に学習を振り返

るよう促す。そうすることで、 ２量の関係を定量的に捉えることのよさに気付く ことができ

るようにする。 【 受】

○ 導線の巻く 量が異なる電磁石の強さについて調べる方法を問う。そうすることで、 ２量の

関係を定量的に捉え、科学的に問題解決することができるようにする。 【 転】

３ 本単元の目標

○ 電磁石の性質について２量の関係を定量的に捉えることで、科学的に理解することができ

るようにする。

○ ２量の関係を定量的に捉え、科学的に問題解決していこうとすることができるようにす

る。

４ 本単元における評価規準

知識・ 技能（ 知） 思考・ 判断・ 表現（ 思） 主体的に学習に取り組む態度（ 態）

○ 電磁石の性質について、理解し
ている。

○ 電磁石の性質について、 ２量の
関係を定量的に捉えながら、実

験方法を考えたり、 考察したり

している。

○ 電磁石の性質について、 ２量の
関係を定量的に捉え、科学的に

問題解決しようとしている。

５ 指導計画（ 全６時間）

第１次 電磁石の仕組みについて調べる（ ３時間）

第２次 電磁石の強さを変化させる要因について調べる（ ３時間） 【 本時３／３ 】



６ 本時案 【 令和３年１ ０月２ ８日 ９ ： ２ ０～１ ０ ： ０ ５ 理科室】

（ １ ） ねらい 導線の巻く 量が異なる電磁石の強さを比べる実験をとおして、導線の巻く 量

と電磁石の強さとの関係を定量的に捉え、 これらが比例の関係にあることを理

解することができるようにする。

（ ２ ） 学習過程 ※一重下線は創出、二重下線は受容、破線は転移に対応する子どもの意識
学習活動・ 学習内容 子どもの意識 ○ 教師の支援
１ 導線の巻く 量と

電磁石の強さとの

関係を再び予想

し、実験をする。

（ ７分）

・ 導線の巻く 量と電

磁石の強さとの関

係を定量的に捉え

ること

２ グラフに表した

実験結果から導線

の巻く 量と電磁石

の強さとの関係を

考察する。

（ 30分）

・ 導線の巻く 量と電

磁石の強さとの関

係を定量的に捉え

ること

・ 導線の巻く 量と電

磁石の強さとが比

例の関係にあるこ

と

３ 本単元で行った

実験について振り

返る。 （ ８分）

・ ２ 量の関係を定量

的に捉えることの

よさ

・ もう一度予想しなおそう。

Ａ導線の巻く 量を増やしても電流の大きさは

変わらないから、電磁石は強く ならないと

思うな。

Ｂ電流の大きさは変わらなく ても導線の巻く

量を増やすと電磁石は強く なると思うよ。

比例の関係になるのではないのかな。

・ だったら 50回巻きと 100回巻き、 150回

巻き、 200回巻きの電磁石の強さを電磁石

にく っつく 鉄クリップの数で調べよう。

・ 100回巻きの電磁石は50回巻きの電磁石

の２倍の数の鉄クリップをく っつけたよ。

Ｂ巻く 量が２倍、 ３倍に増えるとく っつく 鉄

クリップの数も同様に増えるのだね。

Ａ導線の巻く 量と電磁石の強さにも比例の関

係があることが分かったよ。電磁石の強さ

を鉄クリップの数で数値化して表したから

だよ。

・ どうして電流の大きさは変わらないのに、

電磁石が強く なるのかな。

Ｂ１本の導線でも磁石の働きが生まれていて

導線の巻く 量が増えれば増えるほど電磁石

が強く なるからだよ。

・ 実験結果を数値化してグラフに表すことだ

よ。 ２つの量の関係がよく 分かり、電磁石

の強さについて理解することにつながった

ね。今後の学習でも、実験結果を数値化

し、関係を見ていきたいな。

○ 導線の巻く 量が異
なる電磁石の強さ

を調べる方法を問

うことで、 ２量の

関係を定量的に捉

え、比べる導線の

巻く 量を考えるこ

とができるように

する。 【 転】

○ 実験結果をもとに
「 分かったこと」

と「 どうして分か

ったのか」 を視点

に考察するよう促

すことで、導線の

巻く 量と電磁石の

強さとの関係を定

量的に捉えること

のよさに気付く こ

とができるように

する。 【 受】

○ 本単元で行った実
験で役に立ったこ

とを振り返るよう

促すことで、 ２量

の関係を定量的に

捉えることのよさ

を再認識し、活用

していこうとする

意欲をもつことが

できるようにす

る。 【 受】

（ ３ ） 板書計画

導線の巻く 量を増やすと電磁石は強く なるのかな

この単元で行った実験を振り返って
役に立ったことは何かな。



第５ 学年理科学習指導計画
５年２組 指導者 津 守 成 思

１８M（ ６時間） が本時

学習活動 子どもの意識

第１次 電磁石の仕組みについて調べる ９M（ ３時間）

学習内容 ・ 電流が流れているコイルは、鉄心を磁化する働きがあることを理解すること（ 知）

・ 電磁石の仕組みについて知ろうとすること（ 態）

□電磁石の仕組みを知る
（ ６M）

□電磁石を作り、鉄クリッ
プがく っつくか試す

（ ３M）

・ 先生が鉄のスクラップ工場の映像を見せてくれたよ。機械が鉄のごみを

たく さん持ち上げているね。とても強い力だ。鉄がく っついているから

磁石が使われているのかな。磁石ならく っついたままのはずなのに、鉄

のごみが全部離れたよ。電源スイッチがついているのか。このスイッチ

で電流を流したり止めたりすることで、鉄のごみを持ち上げたり離した

りしているのだね。先生が映像の機械を小さく したものを準備してくれ

たよ。乾電池で電流を流すと鉄クリップがくっつき、乾電池を取り外し

て電流を止めると鉄クリップが離れるね。電流を流したときは方位磁針

のはりがふれたことからも、磁石になっているといえるね。電池の向き

を変えると方位磁針のはりの向きが逆になったことから、電流の向きが

変わると磁石の極も変わることが分かるよ。これを電磁石というのだっ

て。普通の磁石とは違うね。どのような仕組みになっているのかな。

・ よく見ると、鉄クリップがくっついているのは真ん中の部分だね。磁石

になる仕組みを調べるために、先生が準備した機械を分解しよう。巻か

れた導線と鉄心に分かれたよ。導線を巻いたものをコイルというのだ

ね。鉄心やコイルそれぞれに鉄クリップを近付けてもく っつかないよ。

方位磁針で試してみると、コイルに近付けたときには、はりがふれたよ。

導線に電流を流すと、磁石の働きが生まれるのだね。１本の導線でも磁

石の働きが生まれるのかな。わずかだけど、磁石の働きが生まれたよ。

導線を巻くことに意味があるのだろうね。コイルと組み合わせた鉄心に

鉄クリップがく っつく ということは、導線に電流を流したときに生まれ

た磁石の働きを鉄心がまとめて、大きな磁石の働きにしているのだね。

電磁石っておもしろいな。わたしたちも自分の電磁石を作ってみたくな

ったよ。

・ 今日は電磁石を作るぞ。きれいに導線を巻いたコイルに鉄心を入れ、乾

電池につなげよう。作った電磁石を鉄クリップに近付けてみると、少し

く っついたぞ。先生の電磁石には鉄クリップがたく さんく っついている

よ。不思議だな。あの箱の中はどのようになっているのだろう。電磁石

はどのようにすれば強くなるのかな。電流を大きくするとよいという意

見があるね。乾電池を３個とか４個とかに増やしたらよいと思うよ。他

にも、たく さんの導線を巻くとよいと思うよ。わたしは10回く らい巻

いて鉄クリップがくっついたのは２本だったけど、200回く らい巻けば

先生のように30本くらいの鉄クリップがく っつくのではないかな。ど

のようにすれば、電磁石が強くなるのか調べていこう。

第２次 電磁石の強さを変化させる要因について調べる ９M（ ３時間）

学習内容 ・ 電流を大きくしたり、導線の巻く量を増やしたりすると電磁石が強くなることを理解すること（ 知）

・ 電磁石の性質について、２量の関係を定量的に捉え、考察すること（ 思）

・ 電磁石の性質について、２量の関係を定量的に捉え、科学的に問題を解決しようとすること（ 態）



□電流の大きさと電磁石
の強さとの関係を調べ

る （ ３M）

□導線の巻く量と電磁石
の強さとの関係を調べ

る① （ ３M）

□導線の巻く量と電磁石
の強さとの関係を調べ

②る （ ３M）

・ 乾電池の数を増やして電流を大きくすると電磁石は強くなるのかを調べ

ていこう。乾電池が１個、２個、３個のときの電磁石の強さをく っつく

鉄クリップの数で調べたいな。導線の巻く量は100回にそろえよう。実

験の結果は一人ひとり計算ソフトに入力するのだね。電子黒板にグラフ

で表されたよ。乾電池が１個のときは約５本、２個にすると約10本、

３個にすると約15本の鉄クリップがくっついたことが分かるね。検流

計の数値を見ると、乾電池１個では1. 2A、２個では2. 4A、３個では3. 6A

だ。電流が２倍、３倍になると、電磁石の強さも２倍、３倍になってい

るから比例の関係といえるよ。実験結果を数値化してグラフで表すこと

で、単に電流を大きくすると電磁石は強くなることだけではなく て、電

流が大きくなると電磁石も比例して強くなることが分かったよ。次は、

導線の巻く量と電磁石の強さとの関係を調べてみたいな。

・ この時間では導線の巻く量と電磁石の強さとの関係を調べるから、電流

の大きさについては乾電池の数を１個にしてそろえよう。わたしは導線

の巻く量を増やすと電磁石も強くなると思うよ。導線の巻く量を増やす

と、電流が大きく なるからね。電磁石は強くなるけど、導線の巻く量を

増やしても電流の大きさは変わらないという意見もあるね。乾電池が１

個だからなのだって。意見が分かれているから、導線の巻く量と電流の

大きさの関係を明らかにしよう。これも２つの量の関係だから、実験結

果を数値化して計算ソフトに書き込み、グラフで表そう。あれ。導線の

巻く量を２倍にしても電流の大きさは1. 2Aのままだよ。導線の巻く量

を増やしても電流の大きさは変わらないのだね。そうすると、導線の巻

く量を増やしても電磁石は強くならないのかもしれないよ。もう一度予

想しなおそう。

・ 導線の巻く量を増やしても電流の大きさは変わらないから、電磁石は強

くならないと思うな。導線の巻く量を増やすと電磁石が強くなると考え

ている人たちの中には、この２つが比例の関係になると思っている人が

いるよ。だったら 50回巻きと 100回巻き、150回巻き、200回巻きの電

磁石にく っつく鉄クリップの数で調べよう。巻く量が２倍になるとく っ

つく鉄クリップの数が２倍になって、巻く量が３倍になるとく っつく鉄

クリップの数も３倍になっているね。導線の巻く量と電磁石の強さにも

比例の関係があるのだね。どうして電流の大きさは変わらないのに、電

磁石が強くなるのかな。１本の導線でも磁石の働きが生まれているか

ら、導線の巻く量が増えれば増えるほど電磁石が強くなると考えること

ができるよ。実験結果を数値化してグラフに表すことで、２つの量の関

係がよく分かり、電磁石について理解することにつながったね。今後の

学習でも量を数値化し、関係を見ていきたいな。


